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【背景】本邦において, 切除可能な局所進行食道扁平上皮癌の標準治療は, 術前化学療法後の根治切除とされ




ことが指摘されるようになってきた . 近年 programmed death-1 / programmed death ligand-1 





に評価し, 治療効果による予後との関連を比較検討した. また, 腫瘍そのものの悪性度の差に加えて, 炎症性
細胞を主体とした腫瘍微小環境の違いから, 食道扁平上皮癌の薬剤感受性や予後に関わるバイオマーカーを
同定し, 食道扁平上皮癌の治療戦略の一助となる事項を探求することを目的とした.  
【対象と方法】 Japan Clinical Oncology Group (JCOG) 9907 trial のプロトコルに準じて術前化学療法を実施後, 
2008年 4月から 2013年 12月に東北大学病院移植再建内視鏡外科において食道切除術を施行した症例を抽出
した. さらに, 切除標本内のリンパ節に, 癌の転移を認めた 44例を本研究の対象とした. 切除された原発巣と
リンパ節転移巣を病理組織学的に 3-grade score に準じて治療効果判定を行い, 治療効果による予後を比較検




1. 原発巣とリンパ節転移巣との間で, 化学療法による効果の差は 31.8%であった. 
2. リンパ節転移巣で化学療法による効果を認めた群は抵抗性であった群に比べ, 統計学的有意差はなかっ
たが, 予後が良い傾向にあった. 




5. 術前化学療法に抵抗性であった症例の切除標本内において, 有意に PD-L1 が陽性であり, Forkhead box 
P3 protein (FOXP3)
+
T 細胞浸潤と FOXP3/CD8 比が高値であった.  
6. 化学療法前の生検組織で PD-L1が発現していた症例は, 切除標本においても PD-L1 陽性であり, PD-L1 
の発現が薬剤感受性と関連する可能性が示唆された. 









な対処が必要であると考える. 術前化学療法後において リンパ節転移巣における PD-L1の発現と原発巣にお
ける FOXP3/CD8 比の高値は有意な予後不良因子であることが示された. これらの結果は、臨床において食
道扁平上皮癌に対する既存の前化学療法に代わる治療をする上での一助になると考えられる. 
 
